






































〔緒言〕 

今日,スポーツは健康管理の一つとして日常生活に取り入れられ,各種のスポーツ教室など

に通っている人口が増加している。この傾向は成人ばかりでなく小児でも見られ,小児科臨

床医としてこの現象を無視出来る状況でなくなっている。著者らは,小児循環器を専門とす

る立場から,小児のスポーツの日常生活への導入により生ずる諸問題として,解決しなけれ

ばならない問題が多数ある。具体的には,第 1に不整脈児,先天性心疾患児,先天性心疾患術

後児などの小児心疾患児のスポーツヘの参加の限界と安全性の確立,第 2 にはスポーツ中

の心性突然死の原因究明と防止,第 3 にはスポーツを行なっている健康小児の健康管理な

どがある。中でも最も悲劇的な突然死を統計的にみると,全国で年間 100～150 人の児童・

生徒が学校内で突然死しており、突然死を起こした場所をみると,約 25%の児が水泳中であ

った。 

このような現状の中で著者らは,これまでほとんど臨床医学的に研究されたことのない水

泳中の循環動態の解明と,心疾患児の管理の確立に注目し,研究を開始した。今回は,これら

の研究の基礎的研究として,健康小児(中学生)の心電図変化を中心に検討したので報告す

る。 


